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介殻蟲 の 寄生蜂 に就 て

石　　 井 悌

　渠樹や 植木類0）主 な害蟲 で ある介殻襁の繁殖 を抑制する天 敵の tli で 、 最 も

重要な もの は寄生蜂 で ある tr云 つ て も過言では ある まい o 殆 ん ε總て の介殻

描は微紺 な寄 生 1【羊に よ つ て 寄 生章られ る の を見 るの で あるo され ば 、 微 絅な

りε も有盆 なる是等 の寄生 蜂を研究する こ ε は 眞に 必 要 なこ、ε で ある o 最近

諸 外國で 此 の 寄生蜂 の釶淵 的研究｛二特に 努力 して居る の は故 あ る事で あ る o

　介殻蟲 の寄 生蜂は 、小蜂首科 （ChstユGidoideti ）匚［・の Encyrtinae ε i1PheliLl ．FLaコ

の 兩 亞科に屬す る もの が大部分 を 占 めて 居 るo 前者に屬す る もの は色彩 も美

麗 な もの が多 く 、 顯微 鏡下 に其の美 に驚 くこ Σ さへ あ るo ヨ三に Diaspinae 以

外の介殻蟲に 寄生 す るo 後者は 前1者よ りも體もより．小 く、 隼彩 も餘 り美 麗で

な く 、 主 に DiaSpillae の 介殻蟲に 寄生するo 然 し是等二 盤科 に屬 す る もの

も介殻蝨以外 の 昆蝨 に 寄生 する の み な らす、介殻蟲寄生蜂 に 寄 生 す る 所謂二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

次 寄生 蜂 もあるo

　本i邦に於て は之等の寄 生 蜂は殆ん モき 研 究 せ られ て 居な い o 唯 ASHM 恥 D
，

Horv、tRD 、　 COItPERE，　 TIMBERL 、LKE ， 中山昌之介 氏及私が少 し研究 した位の も

ので 、 ま だ前途遼遠 の感が あるo 種類 なさ も研 究する に從つ て 著 しく多數に

邃 する で あ ら うo

　　寄 生 の 方 法 。

　寄 生蜂は 、 其の 寄生の方 法 に依つ て 二 つ に別 ける こ ご が 出來 るQ 即 ら外部

寄生 蟲 （Eetoparasites）及 び内部寄生蟲 （Endoparasite
’
s）で ある o 外部 寄生

蟲は介殻鹸 の體上に産卯 し 、 次 で 孵化 した幼蟲 は介殻蟲の皮膚を穿 つ て 内容

物 を吸ひ取 るO 例 へ ば IM）fS氏 に よ る ご ．Lepiclo・scc2）hes　 ttl
，
m
・i の寄 生蜂

fNpheliuus 　niytilasl ⊃idis は外部寄生 を する o が然 し南 ア ア リ カ か らカ リ フ オ

ル ニ ア に ｝踰入せ られた Black　scale （，＄
‘

a・is・set．iCb　ρiθa己）の 天 敵 jS
’

etttell・istcG禦 舶 。
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（エ
’LcroLnaTtdacに 驫

‘
｝う は 介殼の

一
ド部 に産卵 し 、 之か らり匪化 した 幼蟲は介穀 　　、、

描 の 産ん だ卵を食
！
）て 生 活 するか ら、 此 の 揚合で は外部寄生 蟲 では な く 、 寧

ろ†lii食 （1’veLintisnl ）で あ る o
’
この 蜂は 大 正

『
卜三 年桑 名イ1｝之吉 氏 に よ つ て

カ リ フ オ ル ニ ヤ か ら長典1｛1に 輪 ヌ、せ られた o 私は ル ビー ロ ウ ム シ に寄生 さすべ

く試みた が、一時 は非
’
撫 二好 成酢糞で あつ た が、11隹宿圭の 軸換 が 出來 ない 矯め

ヒ成功 しなか つ た o 私 は長崎で こ の 蜂 ミ同 じ習 性 の JI　nftlrJol，elfcコ　 s，　p、　tht　x ノ キ

に寄 生 す る一種 の 介殻蝨に 寄 生 する の を發見 け こ。

　内部 寄生蜂 ε は 宿三1三の碍 内に寄 生するの であろ。 介殻蟲寄生蜂に は 内部寄

生 をす る場合 、産卵の方法に 二 通 りある こ Σ は而 白い こ ミ で あ る6 跏 ち卵に

柄 を有 す る もの さ 、 柄 を有 しな い もの ε あ るo 無極の もの は そ の ま N 宿主の

體 内で産 まれ 、 孵 fヒした 幼鍛は無氣門 （AP − eustib ）で
♂

あ るo 然 らば舌 うして 　
A

呼吸作用 を營 むか ε云 ふ 點 は まだ未解決の ま s で あるo 多 くの 學 者は皮膚呼

吸 詮を唱 へ て 居るが」一方 に は室氣に冨ん だ年首圭の 内容物 を食 ふ こ ε に よ つ

て 、

．
室氣は 胃壁か らjfn

’
＆に 吸收せ られ る

・
ε 云 ふ 學者 もあ る o 然 し幼蟲が老熟

す る ε氣 門 も發邏 し自由に呼吸 する こ
5S

が 出來 るや うに なる 6 ヒ ラ タ カ イ ガ

ラ （Coec，tts　 h・e．ve・ticlu 」ie）及 びル ビ 不 ロ ウ ム シ の 寄 生 蜂 で あ る C’

oc・col コhcr・gti−s

ieer‘vlii の 幼蟲は 斯様 な習性を もつ て居るo

　卵が柄 をもつ て居 る もの 1ま宿 主の饑 内に産まれ 、

’
柄は外 に 出て 居る 、 之 を

邇 して 室氣 が入 る こ ε が 出來 るo 幼鹸は尾 端第十
一節 目に

一對の氣門 があつ

て 、 尾端 を卵殻に きつ ち り附着 して 居るか ら 、 外 界 か ら柄 を逋 して 自［tlに呼

吸 する こ ε が 出來 る 。 幼蟲 が老熱すれば氣 門 も發邏 しτ 數 を 塘 し九對 ε な：

るo ル ピ イ ロ ウム シ の害生蜂 昭 ご1っ‘遡 β 遡〕ee・io・st‘s 及び ヒ ラダ カ タヵ イ ガ ラ ム

シ の寄生蜂 i」fderete・j・醐 魚 薦 なき は非常に長い 柄 を もr2た卵を もつ 4画 α ‘s

の額は
一般に 短い 頒 を持 つ て 居 る か ら宿主の 皮膚の 直下 に 産卵 する 。

　 寄生蜂 は介殻蟲の如何 な る部分 に産卵するか S 云ふ ε 、 種類に雌つ て略一

定 して 居 る らしい 。 然 し
’Avhycus　o

’
ionbeilftleeiの如 きは 不定で 、 介殻の背翫

何 れの所 に 崕 卵 する 。 ヒ 彡効 効 イ ガ ラ ム シ の寄生蜂 肱 ・助 ・撫 ・，韻 よ

多 くの揚 合體の中央に産卵 する oCL ．alVSEI氏に依 る i カメ ノ コ ロ ウム シ に寄

1
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’
3

生 す る 3fieJ・oter，v・s　 SP ．は111：門か ら産卯器を挿 入
’
する i の こ E で あるげBh 。k

scale の 寄生蜂 ：li｝hyt，tc，s　 IOtensbtt・ryi，は體下 に産卵管 を挿 人 し 、 而 して後産卵

管を上 向 さ して 腹而 か ら産卵 する ご 云 ふ o

　　寄生蜂幼蟲 の 食性 o

　 幼蝨は宿主 の 如何 なる部分を食 するか ご 云ふ に 、 幼蟲の 齢に依 つ て異 る o

孵化當時 は韭に 介殻蟲 の 1血液を取 る や うで ある が 、生 長す る に 從つ て 血液及

脂肪體を食 すo 之等 が継 きる ε淌食管 、 生殖 系 支で も食ふ が 氣管
・
は決 して 食

は な い oC σ〔
・c叩 1ゐr‘σ螂 1・」ean1．’i−i に寄生 された ル ビ イ ロ ム シ の 體 内は變

’
色 して 、

u
＝ ’
うさろ1こ な るの を見 る が 、之 は寄生蜂幼蟲が一種 の5｝泌をな し 、 そ の 作用

に ょつ て宿主の脂肪灑や 其の 他 の 器宮が分離 して 、 溶 易に攝取 する こ ご の 畠

來得る や うな状態 に なるの で あ らう。

　　 刃兌　 皮 。

　 幼蟲の脱皮を知 る こ i は可 な り困難で ある Encyrtinae に属 する幼蟲は 、

大抵 各齢の脱皮殼は打 重 なつ て 附著 して 居る か ら、 透 明劑 で封 じる ざ各 齢の

脱顎を見 る こ ε が 出來 るo 其の 数 によ つ て脱皮囘數を知 る こ ざ が 出來 る o 今

まで 多 くの學者は三 齢論で あつ た が 、 SIL“EST コ 1
’
陣士 は五 齡 ある こ ご を確 め

て居る o

　　蛹 化6
　寄生 蜂幼蟲は老熟す るまで 糞を排出 しな い 。 蛹 ざ なる少 し前に褐 色粒牀の
’
糞を排出・する。 蛹 S な る頃に は 宿主 の 内容物 は食 ひ論 されτ 室膃 に な つ て居

る が 、 ヒ ラ タ カ タ カ イ ガ ラ A シ に寄 生す る C’oeeephceg ・its　yosleidcteの 如 きは宿

主が まだ 生 きて 居 る に 拘は らす 、 そ の 中で蛹化 するの は面 白い o 蛹化す る前

に 、 1幼蟲は 口部か ら粘液を分泌 し、 それが 固 まつ て ぜ ラ チ ン 質状の 膜 ε な り、

幼 蟲を被ふ o 蛹 i なれ ば こ の 膜ぽ各々 室 ご なる 、 即 ち繭に相 嘗す る もの で 、

多 くの學者は幼蟲の脱皮殻である ε して 居た カ  其は誤 で あ るo

　　
：

朋 　化 。

　寄生蜂 は介殼蟲の殻内で成蟲ミな り 、顎を以て介殻に 薗い 孔を穿 つ て 出るo

’ つ の 介殻か ら羽化す る寄生 蜂は唯 一 疋 の とi 献 數疋又は 其以上の こ Σ も
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「

　 ：
・
｝・F

あ る 。 例 へ ば ヒ ラ タ カ タ カ イ ガ ラ ム シ か らは 」
，
・tvet｛．yehei，on，8‘伽 仞 ・ ’柵 が 必 卞

＿疋づ 閉 fけ る。 そ して 丿llとlll孔 も必 梢 而勵
’
に限 ら れ る。　N ミ ソJ ン o）

PSt，ufloc。cc・u，，・：．，P．に寄 生す る α ・’脚 ・ ・々 望瑚 腿 ・誌
一

疋 づ L で あ る。 丿レ ビ ィ

ロ ウ ム シ に 寄生する Jf艀 o 伽 胴 塑 ご〔和 ・ 栂 は想通數疋朋化 す る o
マ ユ ミ に寄 生

す る介殻蟲 Etelec（e7t’iL“ n 　SL）．？ に 寄生 す る ノ1齒 ’r囓 ti“nbcj ・tarct．： は介殻 の大 さ

に 從 つ て 數か 異る 。 私の飼育 に よ る シ
．．・
疋 の介殻壯か ら雄 の み 二 十 六疋羽化

した こ Σ もあ る o

　　 Phagocytosis、

　＿疋の介 灘 に 一種の 牲 蜂が 多鍵 夢吋 る に 拘 らす ・ 孵 1け る幼蟲の成

育 を全．s、する もの ｛よ唯 一
疋 で あつ て 、そ O ．他 の 幼蟲は或 る雫透明 の 物質 に よ

つ て幾重 に も園 まれて 、 黒褐色 になつ て死 ん で 居 る の を屡 々 觀る こ ε が あ　
＾

る o こ の 現象を Phagocy むosis ξ 云つ て居る o 私 は ヒ ラ タ カ タ カ ヒ が ラ ム シ

の 寄生蜂 乃 ，欄 翻 ・jl　st・
’
・di・Sie・i）1 の 幼蝨 、 タ ケ ノ シ ・ 効 イ ガ ラ ム シ の寄 生

蜂 、吻 殫 c・nteninrt ・e の 幼蟲 で rnt々觀察 す るこ ε が 出來た 。　 CLILUSE） は

」馳 z。  一 ・伽 ・・ の 寄生蜂 で あ る z… 跏 洳 ・幅 諮 の 幼蟲 1誌 が 　 h

る現象の ある のを榔 て 居 る 。 こ の現象の 原因蹴 て は種 々 の襯 も凝 が

今後の研究を要 す るo

　　 單 性生 殖 。

　　この骸 は小蝿 稚 屬す る雛 蝌 ・普慰 見 る こ ε 朏 來 る ゐ  私 喇

育 しナこ殆んさ總 て の介殻蟲寄 生蜂 に も此 の現舞を見た 。 單性生 殖 の結果 、 次

代 の成蟲 は雄 の み の 揚 合 ε 、 雌 の みの揚 合 εがある。 この 現象を前者の楊合

A．vrhenotokovs ，後者の揚合 Thelyotokous で ある ε 云 ふ b 前者の蝪合 が普

逋 で あるが 、 後者 も亦 可 なり多 い 樣 で あ る oApiLycLas 　 tiinbei’keleeiな 曹 は

Arrhei、ot。kous で ある が 、

’
tltic）

’
ote ｝

・・ys　 s2，ecio・sus は ThelyotQkous で ある o

　TLI［BERLAKE 氏 に よ る ε、
ハ ワ イに庫する A 、deip・nctJi・eus　oclσnccgpicl・

．め，　Blepyrus

．
）ive 、riCce “u−s，過 腸 艸 ‘s　infeliv，

　1・ceu）
’kbice　P θ〕  泌翩 友 Sr，eronotu7 ］1　ce）netdec −

・n・Lri｝ 等

は Th ・1，… k6u ・ で あつ て ・ P 仙 漁 P ・噸 剛 よ雄を見 るこ ε さ噸
で あ

る ε 。 … イ（こは東覯 方か 瞎 蟲 も車融網 れたが ・ 介灘 寄蝉 卿 縊
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　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　ls

蝨 も偶然に可 なり輪 人 された o これ は
一

っ は之等寄生蜂の
’IILelotoicoLtSな

る現象の ある た めに起因す る もので ある ご Tn ［BERh 、KE は云 つ て 居 る o

　　 經 濟 的價値 。

　 前 に述 べ た や うに 、 介殻蟲 の 繁殖 を抑制する最 も重要 な天 敵 は 、 例 外 はあ

る ざ して も先づ寄生蜂で あ る 。 木邦に産 する柑橘の介殻蟲の種類は甚だ多 い
’

が、 毎 年大繁薙をする もの は 、
ヤ ノ ネ ヵ イ ガ ラ ム シ

、 ル ビ イ ラ ウ ム シ の如 き

輪λ害蝨で ある。 El本在來 の介殻鵡 は左程 に 大發生を しない 。 例 へ ば本邦 に

普邇な柑橘害蝨で ある ヒ ラ タ カ タ カ イ ガ ラ ム シ （Cbcα ls　lbebl）ericbt，；nb） は長崎

地方で は左程 著 しい 繁殖 を しない 。 それは訳の 如 き寄 生蜂が あ る か らで あ ．

る 。 印 jf肋 卿 β 伽 り醐 五加
・
・ee・i・y・S　S｝｝．，　PCt・i

’
e・u・se・n｝ioot　S雄 己融 儡 ，σ・CC・plec−yus

yo．sl｝iclcee，
　 C‘oceOl）lweyu・s　 lecctn・ii， 珈 1占り粥 2川 bvi・ibceo・icec？

，
Encyrtus　b砌

’b‘ttte・s 及

Anicette・s　 cennttl ’ettt・s （之 は第 二 寄 生蜂 で あ らう）等で ある 。

　 ミ カ ン ノ ？ ル カ イ ガ ラ厶 シ （1コ
seuclcto

・
n
’i（tift　dLeplen；） は長崎縣下で は雫1攜 に

著 しい 害を與 へ な い o 之に も Coinpe｝・ieltCtユ吻伽 伽 ‘ω 及 び vlplbeli
・ntts　sp ．が

寄生す るか らで あるo

　 ミ カ ン ノ ア カ マ ル カ イ ガ ラ （Ch ・
yso

’
pz2JhcGli ‘．g　Ce・u｝u ・）al・i・i）及 ト ピ マ ル カ イ ガラ

（C
’．‘‘ω 厩伽 の は σσ叩 θ醐 1‘ψ蜘蜘 ‘‘r‘

，
ilphet

・inus　sp ．に寄 生 され るか ら餘 り

，柑橘に 加害 しない 、 其他例 は澤山に あ るo

　 一般 に介殻蟲寄生蜂 は そ の寄生に よ つ て
』
、 介殼蟲の 産卵能 力を減少させ る

か 、 或は全 く無 くする もの で ある が 、中に寄生 を受 けて 居な が ら．s 殆ん さ普

邇 に 産卵す る も0）もあるo 例 へ ば 丑伽 伽 Ψ岬 爾 o鉗 3 は ル ビ イ ラ ウ
’
ム シの老

熟 した 大 き，な ものの みを選 ん で 産卯 する習 性が あ る
．
爲め に 、 ラ ウ ム

』
シ は すん

’

すん産卯す るo 其故蜂の 幼蟲 は Scavenger の如歯役 目
’
をする に過 ぎ ないの

で 、 殆 ん き蝋蟲の繁殖を抑制 す る こ ミが出來ない o

．
　　 ・　　　　

’

　寄 生 蜂の中には介殼蟲の雄 に寄生 する ものが ある 。 之等は雌 鐸に寄 生 する

もの よ りも經濟的價値は低 い もの で ある。 例 へ ば ハ ラ ン ノ ナ ガ カ ヒ ガ ラ ム シ

（ffe・nziclbionaspis 　ct−spiclisbrcee ）の雄の蛹か ら Prespaltellce　sp ．ヵ翊 fピ．した こ S が ．

．あるo 然 し茲に考 ふ 可 きば 、 も
層
し之等の 寄生蜂が或 る世代 に は同種或は他の．
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介穀蟲の雌に寄生 する こ i が あれば 、 宿 」この轄換 ご云 ふ こ ご か ら考 ふ れ ば苳

重要な る もの で ある o

　第
一寄生蜂 の繁 殖を抑制 する 三Eな る もの は第 二 審生蜂 で あ るo 第 三 寄生蜂

は介殼蟲の 寄 生蜂の揚合 で は まだ發見 されてゐ ない o 第 二 寄生蜂 に も内部寄

生を する もの ε 、 外部 寄生 をする もの ε あるo 第二 寄生蜂は可 なり多い もの

で 、 介殻蟲 の寄 生蜂研 究に 、 之 れか 第一寄生で あるか 、 夊は第二 寄生 で ある

か を知 る こ ε は 、 困難な こ ε で あ り 、 夊重要な こ ε で ある o 然 し私 の觀 察に

よれば 、

一般 に第 二 寄 生 蜂 の 寄 生 率は少 ない や うで あ る 。 そ して 多 くの 内地

在來 の 介殻蟲 は數種 の 寄生 蜂のため に大 繁殖を する樣 なこ ミ はない o

「
l
i
　
11

il

］

Ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ii

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

テ ゥ セ ン ギ ン グ チ バ チ 蹴 きて の 觀察 1
　　　　　　　　　　佐 藤 　 覺　　　

・i
。 ， ＿ ． 。 。 。 。 、＿ ＿ ＿ 畑 、腰細蜂贓 昌
灘 1論 鷹雛 智瓣1雪：纛瓢 鷲翻
州 島の昆蟲相を調査せ られた結果 、 其地か ら綵取せ られた もの に命名せ られ

た もの で ある o 茲 に は 其生態的方面の事を述 べ よ うご思ふ 。但 し此 の觀察は 、

私 の從事 しτ居る多 忙な仕事の暇を利用 して行つ た もので 、 その結果 は甚だ

不 満足で あるが
、 之等 の 研究 も亦應用的方面か らも相當重要 な もの ε思病か

’

ら少 しく記 して置か うご思 ふ o

　以下迹 ぺ る觀察は 、 朝鮮水原 で な した もの で あ るが 、 この蜂は前述の様に　
’

朝鮮の 最南の濟州 島か ら報告せ られた もの で あり 、 中部の 水 原 附近で は さほ

さ 稀な もの で ない の み な ら寸  私 の綵取標本中に は 、 朝鮮北部 に位 する釋 王

ぬ
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